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13
日
、
環
境
破
壊
と
地
球
温
暖

化
に
つ
い
て
考
え
る
青
年
の
つ
ど

い
（
日
本
共
産
党
春
日
部
市
委
員
会

主
催
）
が
開
か
れ
、
大
学
生
な
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
玉
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
会
理
事
長
の
吉
村
文
則
氏
が
講

演
し
、
参
加
者
が
質
問
や
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

    

 

講
演
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

資
本
主
義
の
下
で
利
潤
を
上
げ

る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
環
境
破
壊
が

進
み
、
人
間
の
生
命
や
健
康
を
脅
か

し
、
生
態
系
破
壊
が
進
行
し
て
き
ま 

        

     

し
た
。
環
境
破
壊
の
頂
点
に
あ
る

の
が
地
球
温
暖
化
で
す
。
産
業
革

命
以
来
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
大
量
に
放
出
し

続
け
、
世
界
の
平
均
気
温
が
約

１
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
日
本
で
も
台
風
や
豪
雨
災
害

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。 

 

今
最
大
の
問
題
は
後
戻
り
で
き

な
い
状
況
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と

で
す
。
北
極
の
海
氷
が
減
少
す
る

こ
と
で
、
太
陽
光
を
反
射
し
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
永
久
凍
土
が
解

け
る
と
、
Ｃ
Ｏ
２
よ
り
も
温
室
効

果
が
25
倍
も
大
き
い
メ
タ
ン
ガ

ス
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
、

温
度
上
昇
が
止
ま
ら
な
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

     

日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
年
間
排
出
量
は

11
・
億
32
ト
ン
で
世
界
で
５
番
目

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
Ｃ

Ｏ
２
を
排
出
す
る
の
が
石
炭
火
力

発
電
で
す
。
そ
の
た
め
、
英
国
は
２

０
２
５
年
、
フ
ラ
ン
ス
は
２
０
２
３

年
、
カ
ナ
ダ
は
２
０
３
０
年
、
ド
イ

ツ
は
２
０
３
８
年
ま
で
に
廃
止
す

る
予
定
で
す
。
先
進
国
で
石
炭
火
力

を
新
設
・
輸
出
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
は
日
本
だ
け
で
す
。 

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル 

ギ
ー
の
活
用
が
世
界 

の
流
れ
と
な
っ
て
い 

ま
す
。
日
本
は
、
水 

力
、
風
力
、
地
熱
な 

ど
を
利
用
す
る
の
に 

適
し
て
い
ま
す
。
日 

本
で
も
再
生
可
能
エ 

ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
と
推 

進
す
る
必
要
が
あ
り 

ま
す
。 

 

     

参
加
者
か
ら
は
、「
エ
ア
コ
ン
を

使
っ
て
い
る
が
、
環
境
を
考
え
る

と
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」「
ネ
ッ

ト
で
海
外
の
情
報
を
見
る
と
日
本

よ
り
も
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
若

者
が
多
い
と
感
じ
る
」
な
ど
の
疑

問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

吉
村
氏
は
、「
エ
ア
コ
ン
は
使
う

べ
き
で
、省
エ
ネ
型
に
変
え
た
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
に

す
る
べ
き
」
と
答
え
ま
し
た
。 

地
球
温
暖
化
の
取
り
組
み
は
人
類
的
緊
急
課
題 

埼
玉
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
の
吉
村
文
則
氏
が
講
演 

  

温
暖
化
が
加
速
し 

止
ま
ら
な
い
事
態
に 

石
炭
火
力
発
電 

新
設
・
輸
出
は
日
本
だ
け 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
電
力
の
利
用
を 

 



10
日
、
松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員

は
、
①
埼
葛
郡
市
人
権
施
策
推

進
協
議
会
主
催
の
「
教
職
員
合

同
現
地
研
修
会
」
と
「
人
権
を

考
え
る
つ
ど
い
」
に
つ
い
て
、

②
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
を
抑
止

す
る
た
め
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
推
進

を
、
の
２
点
に
つ
い
て
一
般
質

問
し
ま
し
た
。

戦
後
、
日
本
国
憲
法
の
も
と

で
、
貧
困
の
解
決
と
国
民
融
合

を
め
ざ
す
様
々
な
取
り
組
み
の

中
で
、
環
境
改
善
が
図
ら
れ
、

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
３

月
に
、
国
は
同
和
対
策
事
業
を

終
結
さ
せ
ま
し
た
。
関
係
者
の

粘
り
強
い
取
り
組
み
で
、
基
本

的
に
は
社
会
問
題
と
し
て
の
部

落
問
題
は
解
決
し
た
と
い
え
る

状
態
に
到
達
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
自
治
体
等

で
部
落
解
放
同
盟
と
特
別
な
関

係
を
続
け
、
教
育
・
啓
発
を
名

目
に
「
同
和
特
別
措
置
」
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）

結
成
の
部
落
解
放
同
盟
は
「
部

落
民
以
外
は
差
別
者
」
と
し
て
、

八
鹿
高
校
事
件
を
は
じ
め
数
々

の
暴
力
的
確
認
糾
弾
事
件
を
引

き
起
こ
し
、
今
日
も
「
糾
弾
の

取
組
を
堅
持
す
る
」
と
し
て
い

ま
す
。

松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員
は
「
部

落
解
放
同
盟
が
講
師
の
埼
葛
郡

市
教
職
員
合
同
現
地
研
修
会

（
今
年
で
29
回
目
、
８
月
３
・

４
日
加
須
市
で
開
催
）
へ
の
参

加
は
見
直
す
べ
き
」
と
質
し
ま

し
た
。

鎌
田
教
育
長
は
「
教
職
員
に

と
っ
て
人
権
問
題
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
貴

重
な
機
会
で
あ
る
。
今
後
も
埼

葛
12
市
町
・
関
係
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
関
係
法
令
等
で

求
め
ら
れ
て
い
る
人
権
教
育
・

啓
発
の
機
会
の
充
実
に
努
め
て

い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
15
日
に
三
郷
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
「
第
29

回
人
権
を
考
え
る
集
い
」
に
つ

い
て
、
「
実
行
委
員
会
に
部
落

解
放
同
盟
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

広
域
で
開
催
す
る
必
要
は
な
い
。

見
直
す
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。

同
和
事
業
は
２
０
０
２
年
に
終
結

部
落
解
放
同
盟
講
師
の
研
修
会
参
加
や
め
よ

暴
力
的
な
「
糾
弾
」
事
件

を
繰
り
返
し
て
き
た
団
体

松本ひろかず議員一般質問

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
を
抑
止
す
る
た
め
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
推
進
を

７
月
に
入
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
急
拡
大

し
て
い
ま
す
。
春
日
部
市
で
は
、
６
月
ま
で
は
累
計
で
31
人
で
し

た
が
、
７
月
は
42
人
、
８
月
は
１
０
４
人
、
９
月
は
９
日
ま
で
で

19
人
、
累
計
１
９
７
人
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の

中
に
大
き
な
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員
は
「
発
熱
外
来
を
含
む
検
査
セ
ン
タ
ー
を

拡
充
し
、
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
集
団
感
染
に
よ
る
リ
ス
ク
が

高
い
施
設
に
勤
務
す
る
職
員
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
行

う
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。

石
川
市
長
は
「
感
染
の
疑
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
が
最
優
先
と

考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
市
内
医
療
機
関
か
ら
の
受
け
皿
と
し
て

そ
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
よ
う
運
営
し
て
い
く
」
と
答
え
ま

し
た
。
最
後
に
、
松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
無
料
で
実
施
す
る
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。


